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「送風機の運用に関する調査」調査研究報告書（令和６年度） 

公益財団法人山梨県下水道公社 

富士北麓浄化センター 

１ 目的 

 当センターには送風機が３台整備されており、流入負荷や反応タンクの溶存酸素濃度

(DO)の状況等から必要風量を判断し１台又は２台による運転を実施しているが、このうち

容量の大きい№３号機(76 ㎥/min)は令和２年１１月以降、頻繁に不具合が生じ令和６年２

月からは運転不可となっている。当面は№１、№２号機の小容量機(55 ㎥/min)の運用とな

るが、この２台の運転では夏季などの高負荷時に風量不足となり処理水質が影響を受ける

可能性がある。 

本調査研究では、過去の送風機運転方法等を整理して風量不足時の状況を想定した上で、

施設の使用方法を検討することにより風量不足時でも処理への影響が少ない運転方法を調

査することを目的とする。 

 

２  富士北麓浄化センターの現状 

２－１）水処理設備の概要 

水処理設備の概要として、図１に一般的な標準活性汚泥法のフローシート、表１、図２に

富士北麓浄化センター水処理設備概要を示す。図１で示す「酸素供給」のための設備が本調

査研究で取り上げる送風機と

なる。当センターの特徴とし

て、自然の勾配を利用した建

設計画のため流入下水を揚水

するための汚水ポンプが不要

であること、反応タンクの散

気装置が設置年度により異な

ることが挙げられる。 
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２－２）送風機の概要 

送風機の概要として、表２に富士北麓浄化センター送風機設備概要を示す。送風機３台

の内、１台又は２台による運転を実施しているが、このうち容量の大きい№３送風機に不

具合が生じ、運転不可となっている。 

 

２－３）運転状況 

当センターにおける運転状況として、表３

に下水処理状況の推移、図３に流入下水量と

反応タンク曝気風量の推移を示す。流入下水

量は令和２年度に大きく減少したが新型コロ

ナウイルス感染症の影響による行動制限等に

よるものであり、徐々に増加し令和６年度に

関しては新型コロナウイルス感染症の５類感

染症への移行、外国人旅行者の増加等によ

り、年平均で過去最高を更新している。ま

た、反応タンク曝気風量、脱水ケーキ発生

量、取引電力量についても流入下水量と同様の傾向を示している。 

 

運転データの検証として、図４に流入下水量の年間変動を示す。例年の状況として、流

入下水量は８月及び１月～２月に増加傾向を示すが、８月は観光シーズンのピークによる

増加、１月～２月は凍結防止水の流入によるものと推測される。なお、反応タンク曝気風

量、脱水ケーキ発生量、取引電力量に関しては、流入下水量と同様に８月は上昇傾向とな

るが、一方で１月～２月は低下傾向となる。また、令和６年度の状況として、流入下水

量、脱水ケーキ発生量は年間を通し過年度よりも増加傾向がみられる。 
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その他、送風機の運転状況として、図５に

送風機運転時間を示す。運転時間の合計とし

て、令和２年度は減少となったが、その後は

徐々に増加傾向を示している。また、以前は

能力の大きい№３送風機を主機として運転し

ていたが、不具合の発生により令和２年度以

降は運転時間が減少し、令和６年度は完全に

運転不可となっている。 

２－４）現状の課題 

１）汚濁負荷の季節変動への対応 

 汚濁負荷の季節変動として、図６に令和６

年度における流入下水量、曝気倍率、MLDO の

推移を示す。８月は日中の負荷が高い時間帯

に送風機の能力上限で運転しても一時的に曝気風量が不足している場合があるため曝気倍

率が低くなっている。７月、９月も同傾向である。MLDO は概ね目標値どおり運転に必要な

曝気風量が確保できている。また、高負荷時の例として８月における送風機の運転状況

（送風機吸込風量の日間変動）を図７に示す。 

 

 
図７ 送風機の運転状況（送風機吸込風量の日間変動） 

２）設備の老朽化 

送風機に関する故障発生状況として、部品の経年劣化による故障が多くなっている。汎

用の消耗部品に関しては交換により対処が可能であるが、汎用の消耗部品以外の特に電動

機に関する部品は既にメーカーのメンテナンスが終了しているため対処が困難になってい

る。 

 

３ 風量不足時における運転方法等の検討 

３－１）施設の使用 

１）使用池の追加 

 風量不足時においては、最初沈殿池の使用池数を追加することで、反応タンクへの流入

負荷を低減し、風量の不足を緩和することが可能と考えられる。また、反応タンクの使用

池数を追加することで、滞留時間を長く確保することが可能であるが必要風量は増加する

可能性があるので、これについては状況に応じて判断する必要がある。 

２）使用池の変更 

反応タンクの散気方式は以下のとおりである。 

 ・反応タンク No.1-1,1-2,2-1 水中撹拌機＋高効率散気装置 

 ・反応タンク No.1-3,1-4     旋回流式散気装置 
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反応タンク No.1-1,1-2,2-1 の３池は他の２池よりも散気効率が高い設備が設置されて

いるため、この３池を優先的に使用することで、風量の不足を緩和することが可能と考え

られる。 

３－２）運転方法について 

１）反応タンク以外の曝気停止 

風量不足時の運転方法として、反応タンクへの曝気風量を増やすため、曝気沈砂池や水

路曝気に使用している空気を停止することが考えられる。これらは水路等における沈砂、

しさ、汚泥等の堆積防止のために送風されるものであり、一時的な停止であれば処理への

影響は小さく問題ないものと判断される。図８に空気配管概念図を示す。 

 

 以下に運転方法の手順書（抜粋）を示す。 

手順書１ 反応ﾀﾝｸ以外の曝気停止 

①終沈水路曝気を停止 

 反応ﾀﾝｸ№1-1 空気配管ﾋﾟｯﾄ内の終沈 

水路曝気ﾊﾞﾙﾌﾞ【写真 1、2】 

 通常 8回転開→全閉にする 

②曝気沈砂池棟(曝気沈砂池及び細目 

除塵機)及び初沈流入水路の曝気を 

停止 

 曝気沈砂池棟元ﾊﾞﾙﾌﾞ(初沈管廊)  

 【写真 3】 通常全開→全閉 

③初沈流出水路曝気を停止 

 初沈流出水路曝気ﾊﾞﾙﾌﾞ 

(反応ﾀﾝｸ管廊) 【写真 4】 

通常全開→全閉 

２）流入負荷のピークカット 

流入負荷量が増加し、№1及び№2送

風機の 2台運転では目標 DO を確保出来

ない状況になった際にピークカットを

行い、流入水の一部を反応タンク未使

用池に貯留することが有効と考えられ

る。流入負荷量が減少してきたら貯留

した下水を反応タンクへ投入する。 

令和６年度における反応タンク流入

水量の経時変化を図９に示す。時間帯

としては１０：００～２４：００は水

量が多く、深夜から早朝にかけて減少

する。特に夏季においては高負荷となり、一時的には曝気風量が不足している場合もあ

り、今後も更に増加傾向が継続する可能性が高く、ピークカットが有効と考えられる。 

以下に運転方法の手順書（抜粋）を示す。 
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手順書２ 流入負荷のﾋﾟｰｸｶｯﾄ 

①未使用の反応ﾀﾝｸを確認する。 

②貯留前の水位を測定する。 

③貯留する池の全量投入可動堰を 

 全開とする。【写真 5】 

④貯留する池の初沈流出流量計ﾊﾞ 

ﾙﾌﾞ(反応ﾀﾝｸ管廊)を開ける。 

【写真 6】 

（様子を見ながら初沈流出流量の 2割程度になるように開度調整する。） 

⑤適時、反応ﾀﾝｸ水位を確認する。 

⑥曝気風量を下げて目標 DO が確保できる状況になったらﾋﾟｰｸｶｯﾄを止める。 

⑦貯留後の水位を測定する。 

⑧貯留した流入水は、速やかに排水する。 

（曝気風量や DO 値を確認しながら排水量を調整する。） 

３－３）運転計画 

・反応タンクは高効率散気装置が設置されている No.1-1、No.1-2、No.2-1 を高負荷の７月

～９月は優先的に使用することとする。 

・№１送風機は電動機に関する劣化が認められ、特に始動動作に不安があるため、可能な範

囲で連続運転を行うこととし、運転台数の調整が必要な場合は№２送風機を停止するこ

ととする。 

・流入負荷量が増加し、№1 及び№2 送風機の 2 台運転では目標 DO を確保出来ない状況に

なった場合は以下の操作を実施することとする。 

・施設の使用について 

   １）使用池の追加  ２）使用池の変更 

   ・運転方法について 

    １）反応タンク以外の曝気停止  ２）流入負荷のピークカット 

 

４ 対応事例の整理 

令和６年１１月に発生した

No.1 送風機の不具合により、約

１日、送風機１台での水処理運転

を実施したので状況について整理

する。 

１）曝気風量について 

送風機１台による運転時の状

況として、送風機吸込風量及び

反応タンク曝気風量を図１０、

表４に示す。水処理運転変更時

の反応タンク曝気風量（反応タ

ンク以外の曝気停止）は、通常運転時との比較から１７３㎥／hr、約７．３％の増加効

果が認められた。 
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２）処理水質について 

送風機１台による運転時の処理水質として、日常試験及び中試験項目測定結果を表５、

窒素含有量及びりん含有量測定結果を表６に示す。日常試験及び中試験項目、りん含有量

は通常運転時（送風機２台運転時）と変化がなかったが、窒素については曝気不足による

アンモニア性窒素の上昇が認められた。曝気不足が長時間継続した場合、処理水の色や臭

いが強くなる可能性がある。また、窒素以外の項目についても影響を受ける可能性がある。

なお、夏季の高負荷時に同様の運転を行う場合、上記の影響が令和６年１１月よりも大き

くなるものと考えられる。 

 

 

 

５ まとめ 

・過去の送風機の運転方法やそれに応じた水処理状況を整理し、処理効率が高い反応タンク

を優先的に使用すること、また、送風機毎の経年劣化等を考慮し、始動動作に不安がある

№１送風機は点検等に伴う運転停止を最小限に調整した上で可能な範囲、連続運転を行

うこととした運転計画を策定した。 

・送風量が不足した場合の処理への影響が少ない運転方法として、反応タンク以外の曝気停

止、流入負荷のピークカット等を検討、整理した。また、手順書を作成することで迅速な

対応を可能とした。 

・送風機２台の内１台が故障した場合の対処として令和６年１１月に発生した№１送風機

の不具合による対処事例を参考とできるよう検証、整理を行った。 

以上 



◯専門用語解説（五十音順・アルファベット順）

解　　　　説

散気
さんき

装置
そうち 反応タンク内に効率よく空気を溶かし込むために設置される気泡発生装置。散気方式

の違いにより酸素溶解効率に差がある。

大腸菌群数
だいちょうきんぐんすう

大腸菌群数（Total Coliform）
大腸菌及び大腸菌と性質が似ている細菌の数のことをいい、水中の大腸菌群数は、し
尿汚染の指標として使われている。

窒素含有量
ちっそがんゆうりょう

Ｔ－Ｎ(Total Nitrogen)
水中に含まれる無機性窒素及び有機性窒素の総量。下水に含まれる窒素の多くはアン
モニアの形で存在するため、そのまま放流すると、富栄養化を促進する一因となる。

透視度
とうしど

透視度（Transparency）
試料の澄明の程度を示す水質指標。水の中に含まれる浮遊物質やコロイド性物質など
による濁りの程度により透視度が低下する。

曝気
ばっき

倍率
ばいりつ

反応タンクに流入する水量に対して、送り込まれる空気量の倍率をいう。曝気倍率は
汚濁濃度により左右され、濃度が高いほど大きくなる。また、酸素溶解効率が高い散
気装置を利用すると小さくなる。

反応
はんのう

タンク 下水中の有機物（よごれ）を微生物によって分解する下水処理における主要な池。

流入負荷
りゅうにゅうふか

浄化 (清流)センターに流入する汚濁の総量を示す。

燐
りん

含有量
がんゆうりょう

Ｔ－Ｐ(Total Phosphorus)
水中に含まれる無機及び有機りん化合物中のりんの総量。そのまま放流すると、富栄
養化を促進する一因となる。

溶存酸素
ようぞんさんそ

濃度
のうど 溶存酸素濃度：ＤＯ（Dissolved Oxygen）

水中に溶け込んでいる酸素を濃度で示したもの。

用　　語


